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マスペロ「上古中国語の接頭辞と派生」

　現代中国語において，単語は絶対的に不変化であ
り，いかなる派生もあり得ない。それぞれの語は孤
立した要素から成り，言うなれば非生産的である。
満足のゆく方法で近年再構された中古中国語，西暦
で言えば 6～7世紀における中国語の状況はすでに
そうしたものであった。しかし，上古中国語では全
く違っていたのである。即ち，ある派生方法が存在

していたのであり，現代中国語自体に単語がその派
生語を形成すべく変化し得た時代の痕跡が残ってい
るのである。
　現代語（北京）における一つの顕著な例は，その
字形が鮮明さをさらに際だたせるような，特徴的な
対立により示される⑴。

マスペロ「上古中国語の接頭辞と派生」

H. Maspero
千　葉　謙　悟　訳

訳者前言
　この文章は Henri Maspero, “Préfixes et Dérivation en Chinois Archaïque”, Mémoires de la Société de Lingui-
tique de Paris 23, pp.313-327, Paris: Librairie Ancienne Honoré Champion (1935)の邦訳である。最近の上古音
研究においてマスペロの業績は再評価される流れにあり，その研究は現在でも参照されているが，この論文
はフランス語で書かれていることもあり，日本においては必ずしも利用しやすいものではなかった。
　原文にもとからあった注については⑴のように記し，訳者の方で付した注については＊1のように記し，
ともに本文の末尾に一括して配した。訳者注を与えるまでもない簡単な注記や補足については［　］でく
くって示している。

表 1＊1

声符　㐭 lin
　　稟 pin 「穀物を倉庫から出させる」。一般に「与える」

　　廪 lin 「穀物を倉庫に入れさせる」「満杯の倉」

声符　監 kien
　　監 kien 「視察する」「見る」
　鑑 kien 「鏡」
　　覧 lan 「見る」

表 2

廪 *lim2
＊2

覧 *l2

稟 *p-lim2

監 *k-l3

　現代語におけるいくつかの声符を解読する中で，
l-/p-，k-/l- といった交替から，10 年ほど前のこと
であるが，接頭辞による上古中国語の派生の痕跡が

あったのではないかと仮定し，説明もその証明もな
いものの，この分野の上古の言語の形を再構するに
至ったのである⑵。
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　これら pl，kl，bl，glあるいは同種の ，，，
＊3，＊4，などといったグループは，後に l，
mなどの脱落によって接頭辞のみが残存すること
となった。すなわち *p-lim＞ pimのように。
　最近カールグレン氏もまた全く新しい理論を提示
した⑶。

「声符と形声文字の間の音声的類似という厳格
な要求を知ることにより─ kl：lが望ましい交
替として受け入れられているが─「各」klk：
「絡」lkと仮定できるとはそんなにありそう
なことではないようだ。実のところ，上古中国
語で lに始まる語は何百とあるが，l-の語が k-
の語の声符として働く（「立」li：「泣」k�i＊5）
というのは幾つかの孤立的な例しか私は知らな
い。従って，例えば諧声系列「各」にあって，
形声字「絡」（lo）のように声符「各」（ko）は
上古音で軟口蓋音声母を持っていたと仮定する
のはもっともなことである。しかし，ここでは
二つの可能性がある。
　α : 「各」kk（現代音 ko）： 

「絡」klk（現代音 lo）
　β : 「各」klk（現代音 ko）： 

「絡」glk（現代音 lo）
前者のような，ある系列における固定の上古音
声母を再建する権利はない。ただ，その系列の
いくつかの語では kl-あるいは gl-が存在する
可能性があることに留意しておかなければなら
ない。正確な音価は，おそらく将来の中国系諸
言語（des langues sinitiques）の比較研究によっ
て得られるであろう」

　この段落は彼による新しい理論の全体を了解する
にはいささか簡潔に過ぎる。しかし，カールグレン
氏は親切にも彼の考えを書信にて私に以下のごとく
詳しく説明してくれた。

「私の立場は以下の通りです。つまり三つの可
能性，三つの可能な説明方法があります。
　α．「各」kk：「絡」klk
　β．「各」klk：「絡」glk
　γ．「各」klk：「絡」lk
この三種類から三番目の方法をほとんどありえ
ないものとして除きます。「立」：「泣」（声母 l

の声符が声母 kの語を表すのに使われている，
など）のような例は極めて稀ですから。こうし
て，最初の二つだけが残ります。私が言いた
かったことは，αが正しいのであればβは誤り
で，βが正しいのであればαは誤りだというこ
とでした。中国語の事実（私の辞書は厳密に中
国語の事実のみに限られていました）は，αと
βからきっぱりと一つを選ぶということを私に
許しませんでした。従って，ほぼすべての声類
において私は単純に「この声類には上古の幾つ
かの部分で kl-または gl-があった」と設定し
ました。すると四番目の可能性も出てきます。
　δ．「各」kk：「絡」glk
上古の l-（「絡」「覧」など）という形は常に
gl-から派生したと仮定すると，複数のタイプ
を考えることができます。
「各」kk，声符：「絡」glk
あるいは　「各」klk：「絡」glk
「監」k，声符：「覧」gl

あるいは　「監」kl：「覧」g

そしてこれらすべての声類の間に完全な平行性
を仮定する必要はないでしょう。というのは，
そこに二つのタイプがあり得るからです。
「各」kk：「絡」glk
しかし　「監」kl:「覧」g

私の考えではこの最後の可能性もあると思いま
すが，深くなりすぎるのを望まないので説明は
しません。私の辞書の目的としては，この声類
の上古の幾つかの部分では kl-あるいは gl-が
あったと言えればそれで十分だったのです…」

　この理論の完全な巧みさおよび創意と同時に，そ
れが問題を解決しようとする際もたらすであろう複
雑さを見て取ることができる。つまりそれぞれの諧
声系列が個別的な問題として扱われねばならないと
いうことである。中国語の事実は，まさにカールグ
レン氏が述べたように，さまざまな「可能性」の中
から一つを選ばせるには十分ではないのであるか
ら，それぞれの特定の状況の解決は専ら中国語と同
系の諸言語との比較によるのである。
　彼の理論は受け入れられるだろうか？　カールグ
レン氏がそれについて何度も主張したような，彼の
理論の際だった特徴の一つは，上古中国語の声符選
択の際の子音声母の著しい重要性にある。古代中国



105

マスペロ「上古中国語の接頭辞と派生」

の書記者たちは，ある語を示すために声符を選ぶ
際，-l-介音の存在の有無に関心を持たなかったが，
特に声母と韻母には関心があった（彼らは介音 -i-
や -u-を全く考慮しなかったからである）。従って
「各」が g [-l-] kのようにしか考慮されなかったの
で，「各」kkは「絡」glkの声符として働いてい
たのである。

　さてカールグレン氏の仮説が最大の困難に直面す
るのはまさにこの点についてである。その仮説は実
際のところ，多くはないが重要ないくつかの点で矛
盾に陥ってしまう。今日では，l以外の，一種類に
とどまらずむしろ複数の種類の声母を見せる語と声
符が存在する。以下に若干の例を見てみよう。

表 3

諧声符 l声母 唇音声母 喉音声母 口蓋音・歯音声母 摩擦音声母
䜌　l�üien1 欒　lun1 變　p�ien3

蠻　mn1

矕　mn1

翏　lieu3 廖　li1 嘐　pu1 膠　ku1 廖　iu1

嘐　lu1 謬　m�iu3 嘐　kiu1

嘐　m�iu4
＊6 嘐　u1

㐭　lim1 稟　l�im2 稟　p�im2 懍　g�im3

廩　l�im2

懍　lim2

婁　lu2 樓　lu2 寠　g�iu2 數　siu2

屨　k�iu3 藪　su2

立　l�ip4 泣　k� ip4 雴　ip4

龍　l�ió1 龍　l�ió1 龍　mò1 龍　üió2

䏊　lu1 龐　bò1 寵　üió2

勺　zik4 尥　lieu3 尥　bu1 的　tie4＊7 杓　zik4

豹　pu3 䶂　tieu1

卯？⑷ 窌　lu1 窌　pu3 窌　ku3

里　li2 梩　l�i1 埋　mi1 梩　k� i2 梩　ti1 梩　zi2

悝　l�i1 悝　kui1

各　kk4＊8 絡　lk4 　pk4 閣　kk4

　これらの事実はすべて，声母選択の上で -l-に先
行する要素を考えなければならない理論では説明で
きない⑸。個々の理由のために一つ一つ（数はそん
なに多くない）説明することが可能であるのは確か
である。しかしそれではさしたる発展性はない。最
初の諧声系列では，p：mという交替は「必」piet：
「宓」miet，あるいは「百」pk：「陌」mkなどといっ
た交替の類推として説明されよう。事実，鼻音声母
の語は声符が閉鎖音声母を持つ系列中に散発的に現
れる（その逆もまた正しい）。一方「埋」mi1は声
符がないために除外されるであろう。「埋」は「「田」
村の“原野”と「土」村の“土地”に，さらにもう
一度「土」“土地”が加えられたもの」（No.529，
p.174）である。さらに，「龐」bò“建物”は「广」

“屋敷”と「龍」“皇帝の”から成ると説明され
（No.585，p.188），「寵」üió2“気に入った”は“部
屋”「宀」と“皇帝の”「龍」から成る（同上）と説
明される。これはどちらの場合も「龍」を声符と考
えている『説文』の作者許慎よりも表意文字化を進
めるものである。その上「埋」に代えて「貍」li“野
生の猫”が声符として与えられている「薶」という
字を記している。しかし，まだ多くの諧声系列が触
れられぬままであるこうした説明はそんなに大きな
利点を持たない。事実，「寵」の各々の単純な諸要
素は意味のために用いられているのであって，「寵」
はその要素のどれも発音を表すものではない字なの
であると強いて説明されうるとしても，「龍」とい
う字が三つの異なった意味のためにそれ一つで l，
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，mという異なった声母を示す発音を有すると認
める以上，その点についてはいかなる説明も不可能
である。「龍」という字が l，，mという声母を持
つ字において用いられているのは専ら音を示すため
であるということは明らかである。しかるに「龍」
が例えば上古で blióであり，bのゆえに bò1（お
よび mò1）と発音する語を示すために用いること
ができたとするならば，「龍」は声母 を持つ
üióという語を示すために使うことがなぜできた
のであろうか。同様に，もし「翏」lieuが上古で
gleg⑹であって，その g-ゆえに上古で kgあるい
は klgであったであろう「膠」に使うことができ
たとするならば，声母が mである「謬」や であ
る「廖」に対してなぜ用いられ得たのであろうか。
あるいは冒頭の例に話を戻すと（中古音で閉鎖音を

もつ声符に関わるため特に興味深い例である），も
し諧声符「各」の系列において中古音と現代音で声
母 lを持つ語形を上古では軟口蓋音を持っていたと
解釈するならば（仮説α・kk＞ kk：klk＞ lk。
仮説β・klk＞ kk：glk＞ lk），「 」＊9 pk“飛
ぶ”の声母 pはどう説明するのであろうか。
　対して，私が先に上古の語についていくつかの再
構を試みた理論による仮説はこれらすべての例を説
明する。私の考えでは，それは実のところ同じ諧声
符を使って書かれた様々な語の間の連繋を基礎づけ
る l介音または声母であり，lに先行しうる要素は
考慮しない。上古中国語において先の表の語の音価
であったと思われるものを示した以下の表は，同じ
諧声符がこうしたさまざまな語に対してどのように
使われうるかを明確に示すだろう。

表 4

諧声符 l 声母 唇音声母 喉音声母 口蓋音・歯音声母 摩擦音声母
䜌 *luin1 欒 *lun1 變 *p-lin3

蠻 *m-ln1

矕 *m-lan1

翏 *leug3 廖 *löu1 謬 *m-löug3 膠 *k-lu1

嘐 *lu1 嘐 *m-löug3 嘐 *-lu1 廖 *-löu1

㐭 *löm2 稟 *löm2 稟 *p-löm2

廩 *löm2 懍 *g-löm3

懍 *löm2

婁 *lu2 樓 *lu1 寠 *g-liu2 數 *s-liu2

屨 *k-liu3 藪 *s-lu2

立 *löp4 泣 *k-löp4 雴 *-löp4

龍 *lió1 龍 *lió1 龍 *m-lò1 龍 *-lió2

䏊 *lu1 龐 *b-lò1 寵 *-lió2

卯 ? 窌 *lu1 窌 *p-lug3＊10 窌 *k-lug3

里 *li2 梩 *li1 埋 *m-li1 梩 *k-li1 梩 *t-li1 梩 *z-li2

悝 *li1 悝 *k-lui1

各 *k-lk4 絡 *lk4＊11 *p-lk4 閣 *k-lk4

勺 *z-lik4 尥 *bug3 尥 *b-lu1 的　t-lik4 杓　z-lik4

豹 *p-lu1 䶂　t-liu1

　上の例よりはよく見られ，声母が雑多であるよう
に見えるが，lや mは全くないある諧声系列の不整

合を同様に説明することができる⑺。
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表 5

綆 *k-l1 k1 　 *p-lö1　pi1

豩 *-lun1 un1 　 *p-lin1　p�ien1

屈 *k-luöt4 k� üit4 昢 *p-lu4　pu4 出 *ts-lue4＊12　tsüie4＊13

亨 *-l1 1 烹 *p-l1　p1

公 *k-lu1 ku1 頌 *z-lió3　zió3

谷 *k-luk4 kuk4 俗 *z-liók4　ziók4

血 *-luet4 �üiet4 恤 *s-luet4　suiet4

表 6

l声母の諧声符
林 *löm1　l�im1 禁 *k-löm3　k�im3

立 *löp4　l�ip4 立 *k-löp4　k�ip4

泣 *k-löp4　k� ip4

彔 *luk4　luk4 剝 *p-lòk4　pòk4

婁 *lu2　lu2 寠 *g-liu2　g�iu2

屨 *k-liu3　k�iu3

呂 *lió2　l�ió2 莒 *k-lió2　k�ió2

吏 *li3　l�i3 使 *s-li3　si3

麗 *lei3　liei3 曬 *s-li3　si3

表 7

鼻音声母の諧声符
麻 *m1 m1 麾 *-mui1 �üi1

毛 *m1 m1 秏 *-m3 3

毎 *m1 m1 海 *-m2 2

能 *n1 n1 熊 *-nuö1 �1

表 8

閉鎖音声母（k，g，p，b）の諧声符
各 *k-lk4 kk4 落 *lk4 lk4

京 *k-li1 ki1 涼＊14 *li1 l�i1

兼 *k-li1 k�iem1 廉 *li1 l�iem1

監 *k-l1 k1 覧 *l2 l2

夅 *k-lò3 kò3 隆 *liu1 l�iu1

夆 *b-iu1 b�üiu1  *liu1 liu1

果 *k-lu2 ku2 祼 *lu2 lu2

　かくて lin：pinに類する交替を示す諸諧声系列を
も解釈することができる。それらは非常に異なった

声母を伴って数多くある。以下に幾つか例を挙げ
る。
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　中古および現代中国語の l，mといった声母は保
たれた上古中国語の声母をよく反映しているが，
-l-，-m-，--などといった上古の介音は先行する声
母が常に無声音，鳴音，閉鎖音，摩擦音，喉音，唇

音，歯音，口蓋音を保つのに対して，中古音や現代
音では常に失われるとみなす，という私の考えに上
のすべては合致している。

表 11

　*kl＞ k；*＞ ；*gl＞ g
　*pl＞ p；*＞ p；*bl＞ b；*ml＞ m　
　*cl＞ c；*c＞ c；* l＞  

　*l，*m，*，*n＞ 

　*l，*m，*，*n＞ 

　*l，*sm，*s，*sn＞ 

　*l，*zm，*z，*zn＞ 

　タイ諸語（les langues thǎi）との比較はある程度確認に資するであろう。

表 10

中国語 シャム語⑻

上古 中古
剝 *plòk4 pòk4 “皮を剥く” plöek1 “木・果物の皮”
蠭 *pluió1 p�üió1 “ミツバチ” [*blö>] bö3 “ミツバチ”

⑼

變 *plin3 p�ien3 “変える” plien1 “変える”
昏 *mun1 un1 “たそがれ” hmun2 “薄暗い”
皇 *u1 u1 “威厳ある，王の” hlu2 “王の”
黄 *u1 u1 “黄色” hlö2 “黄色”
放 *pui3 p�üi3 “置く” plö3 (plo) “置く”
惈 *ku2 ku2 “勇敢な” kl3 “勇敢な”
江 *kò1 kò1 “川” glò “運河”⑽

孫 *slun1 sun1 “孫” hl2 (hlón2) “孫”

　これらは何を表しているのだろうか？　タイ諸語
との比較によって，声母の最初の成分がかなり不安
定であり，片方にあるものがもう一方にも常に見い

だされるというわけではないことが認められる。例
えば，タイ諸語にはない音素を l，mの前に持つの
は中国語である、という時がある。

表 9

摩擦音声母の諧声符
獻 *-3 3 讞 *3 �ien3

化 *-3 3 訛 *1 1
黑 *-m4 4 墨 *m4 m4

畜 *-liu4 �iu4 　 *-liu4 iu4

血 *-luet4 �üiet4 恤 *s-luet4 suiet4

亘 *-lui1 suien1 桓 *-lu1 u1

宣 *-lui1 suien1 楦 *-lui3 �üi3

需 *-ñiu1 siu1 儒 *ñ-iu1 ñiu1
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　かかるヴァリエーションにおいて異なった音声的
発展の結果と理解することはできない。というの
は，この二つの言語で保存されるのは一般に語頭音
（タイ諸語における hを除く）⑿であり，脱落するの
は流音か鼻音である。従って語幹に加わったり語幹
から脱落したりする要素，ある状況下で語の意味を
修正するのに用いられたり，派生手段としての役割
を果たしたりする接頭辞であると理解するに至るの
である。ただ残念なことに，識別できる形で存在し
ている語への派生を関係づける状態には，ほとんど

全くといってよいほどない。しかし，関係づけるこ
とのできる場合がいくつかある。それぞれの接頭辞
に一つの特定の意味を与えるのは不可能ながら，以
下のことに気づく。即ち単純に意味に対して変更を
もたらす接頭辞は，それぞれに固定の役割もそのグ
ループ全体に対する固有の振る舞いも識別できない
ものの，いくつかの場合において一種の使役動詞，
或いはより一般的には他動詞に変えるため名詞や実
形容詞に適用されるようである。

表 12

中国語 シャム語
上古 中古

血 *-luet4＊15 �üiet4 löed3 “血”
風 *p-lòm1＊16 p�üiu1 lom “風”
降 *k-lò3 kò3 lo “下る”

表 13

中国語 シャム語
上古 中古

籠 *lu1 lu1 kro “鳥かご”
藍 *lm1 lm1 grm “インディゴ”
萬 *muin1 m�üin1 hmön “10.000”
六 *liuk4 l�iuk4 [*hrok>] hok “6”⑾

聯 *li1 l�ien1 hlien2 “続きの”
廉 *li1 l�i1 hlie1 (hlem2) “角（点）”

表 14

耗 *m1 *m1 “尽くす” *-m3 3 “空にする”
像 *löm1 *l�im1 “寒い” *-lim3 im3 “冷やす”
凌 *lö1 *lie1 “凍った”“氷” 冰 *p-lie3 p�ie3 “冷やす”“凍らせる”
昧 *m3 m3 “薄暗い” 晦 *-m3 3 “薄暗い”
玉 *ók4 �ók4 “翡翠” 玉 *s-ók4 sók4 “翡翠をカットする”

表 15

覧 *l2　l2 “見る” 鑑 *k-l3　k3 “鏡”
擄 *lu2　lu2 “捕らえる”“囚人” 俘 *p-liu1　p� iu1 “囚人”“奴隷”

　またある時は逆に，タイ諸語が中国語にない音素を持っている。

　逆に，他の場合では接頭辞はある動詞を動詞性の名詞の一種に変えるようである。

　時折，意味の特殊化も起こる。
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　接頭辞化によるこの派生システムは古代中国で同時に使われていた多くの派生法の中の一つでしかない。

表 17

1. 声調変化による派生
冠 *ku1 ku1 “縁なしの帽子” *ku3 ku3 “成人の帽子を被る”
王 *’ui1 ’üi1 “王” *’ui3 ’üi3 “統治する”
相 *si1 si1 “互いに” *si3 si3 “助ける”
先 *sen1 sien1 “前に” *sen3 sien3 “先行する”
鹽 *’i1 ’iem1 “塩” *’i3 ’iem3 “塩をふる”
種 *tsio2 tsio2 “穀物” *tsio3 tsio3 “種をまく”
分 *puön1 püin1 “共有する” *puön3 püin3 “部分”
任 *ñöm1 ñim1 “～できる” *ñöm3 ñim3 “負担”
知 *ci1 ci1 “知る” *ci3 ci3 “学識ある”
鑑 *kl1 k1 “監督する” *kl3 k3 “監督”
使 *sli2 si2 “送る” *sli3 si3 “使者”
傳 * ui1  üie1 “伝える” * ui3  üie3 “ならわし”
呼 *1 1 “呼ぶ” *3 3 “叫ぶ”
取 *tsiu2 tsiu2 “取る” *tsiu3 tsiu3 “具体化する，扱われる”
食 *dzök4 dzik4 “食べる” *zig3 zi3 “食べさせる”
飮 *’öm2＊17 ’im2 “飲む” *’öm3 ’im3 “飲み物を与える”
去 *kió2 k� iu2＊18 “出発する” *kió3 k� iu3 “出発させる，追い立てる”
來 *l1 l1 “来る” *l3 l3 “来させる，引き寄せる”

表 18

2. 声母の有声/無声の交替またはその逆による派生（普通は声調の交替を伴う）⒁

見 *ken3 kien3 “見る” *en1 (gen1?) ien1 “見える”
朝 *ceu1 ceu1 “朝” * eu1  eu1 “謁見”
校 *k3 k3 “調べる” *o3 (go3?) o3 “学校”
解 *k2 k2 “分ける” *3 (g3?) 3 “ほどく”
比 *pi2 p�i2 “比べる” *bi3 b�i3  “一緒に置く”
番 *p1 p� ü1 “野生の” *1 b�üi1  “野生動物の爪”
閒 *kn3 kn3 “真ん中の空間” *n3 (g3?) n3 “空いている，暇な”

表 16

窌 *l2 l2 “穴” *ug3 u3 “穀物庫”
*p-ug3 pu3 “ワイン倉”“発酵する”

卵 *lu2 lu2 “鳥の卵” *-lun1 un1 “魚の卵”
覧 *l2 l2 “見る” 監 *k-l3 k3 “視察する”
令 *lö2 li2 “命令する”“命令” 命 *-lö3 mi3 “職を授ける”
廩 *lö2 li2 “サイロ”“しまう” 稟 *p-löm2 p�i2 “サイロから出させる”
彔 *luk4 luk4 “ひっかく”“切る” 剥 *p-lòk4 pòk4 “皮を剥く”
墨 *mk4 m4 “インク” 黒 *-mk4 4 “黒”⒀
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　否定詞のグループは交替について一連のよき例を
示してくれる。まず円唇母音の二つの平行するペア

はお互いほとんど声母による違いしかない。

表 21

靡 *mi1　mi1 莫 *mk4　mk4 蔑 *mit4　miet4

表 19

3. 母音の変化による派生⒂

・a-e：
見 *ken3 kien3 “見る” 看 *kn1 kn1 “注意して見る”
辨 *ben3 bien3 “見分ける” 班 *pn1 pn1 “分配する，整理する”
・-：
含 *m3 m3 “口に含む” 銜 *m3 iem3 “轡”
・-i：
跛 *p2 p2 “びっこをひく” *pi3 pi3 “体を片足に傾ける”
破 *p3 p3 “壊す” 披 *p2 p2 “壊れる”
・-ö：
行 *ö1 1 “歩く” *1 1 “列”
分 *puön1＊19 püin1 “共有する” 判 *p3 p3 “半分に分ける”

半 *p3 p3 “　　　〃　　　”
・-ö：
奔 *1 1 “走る，逃げる” *puön3 püin3 “逃亡中である”
・u-o，-ua：
賈 *2 2 “商人” 價 *kò3＊20 k3 “値段”
弧 *ku1 ku1 “孤児” 寡 *ku3 ku3 “未亡人”

　そして，振る舞いが異なる母音を持つもう一つのペアがある。

　これらの手段の中で，古代中国において最も重要
で唯一活発だったのは声調の交替であるようだ。接
頭辞化による派生は知りうる最も早い段階には早く
も消失しつつあった。接頭辞の固有の意味は，もし
当時そんなものを有していたとすれば，完全に混同
されているように見えるほどにまで曖昧になってし
まった。私が思うに，その理由は中国語で複子音声
母への反発が徐々に大きくなってきたことにあると
思われる。我々が把握しうる最も早い時期ですでに
［子音の］第二要素は l，m，n，ñ，しか許容しな

くなっていた，つまり接頭辞の使用を非常に限られ
た場のみに退けたのである。どんなに古い文献に現
れようとも，接頭辞化のシステムはすでに殆ど残骸
でしかなくなっていた。しかしその残骸の存在に
よって，接頭辞化は古代のある時期において非常に
重要な役割を果たして，中国語はそれを接頭辞が閉
鎖音と同様にすべての声母の前に立ちうる現代チ
ベット語のように認めていたということを垣間見る
ことができる。私見では，声調の交替による派生シ
ステムの起源を研究しなければならないのはそうい

表 20

否 *pöu2　pu2 非 *puiö1　püi1 弗 *puöt4　püit4

不 *put4　put4

無 *müiu1　müiu1 未 *muö3　müi3 勿 *müöt4　müit4
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うことである。つまり声調交替は当初，ある時は接
頭辞の存在に⒃，またある時は無声音声母を有声音
声母に，またはその逆に変換するのに付随する二次
的な現象であった。しかし接頭辞が摩擦音声母の前
に現れなくなり，接頭辞による派生がその広がりと
重要性を失うにつれて，二次的であったものが主要
なものとなり，ついにはそれ自身で派生を行うに十
分なものとなったのである⒄。上古中国語における
接頭辞による派生と接頭辞の役割を把握するのが難
しいとすれば，それは書記法の発明が新しい時代を
反映したころには，早くもすでに全き衰退にあるよ
うな手段だったからであることに関係するのであ
る。

原注
⑴　現代の発音（北京）を記したこの表中の 7語を除き，
中国語の単語は中古音と上古音という二つの音形のみが
与えられる。上古音には常にアステリスクを付す。スペー
スを空けた字はカールグレン氏から借りた再構形と転写
であり修正せずに複製したもの，あるいは彼の体系に従っ
て構成したものであることを示す。かかる個別的な場合
および，カールグレン氏の最近の成果の影響を受けて細
部を幾つか修正した以外，中古音に対する私の再構は私
の論文「唐代長安方言考（Dialecte de Tch�ang-ngan sous 
les T�ang）」（B. É. F. E. - O., XX (1920), II）に従う。上古
音についていえば，その再構は中古音に対するものより
も自然と不確実性なものであるから，本論で問題となる
のは特に語の声母あるいは声類の部分であるため，それ
らのみをかろうじて与えることができるにすぎない。し
かし，採用された再構形をここで証明する余地はないも
のの，完全な語形を示した方が好ましいと私には思われ
た。実際のところ，私見では母音組織であっても個々の
細かい部分では疑わしさが残るが，その大枠においては
決定されているようだ。ú�, ù�をそれぞれ ö，（は の
短音）とし，子音声母の口蓋化を記号「�」によって表し，
有気音を記号「」で表し，ki，k�i，k, k� のように表記し
た以外，転写法は私の先の論考のそれである。

⑵　類似の諸例については同前書 p.68，94などを参照（し
かし p.14では plimにおける lの存在を認識していな
かった）。

⑶　B．カールグレン『上古音分析辞典（Analytic Dictionary 
of Chinese and Sino-Japanese）』序，p.31。

⑷　声符単独での発音ははっきりしない。複数の辞書では
普通 iuとしているが，この字形が「酉」 �iuの異体字
に似ていることを考慮しているからである。しかしそれ
らを区別をしなくてよいのかどうかについてははっきり
しない。今日の同形字「卯」muとの関連もおそらくは
ないであろう。

⑸　「嘐」は 5つの異なった意味につき 5つの発音がある。
1.lu1“多弁な”，2.p1“空威張りする”，3.miu“嘘をつ
く”，4.kiu1“鳥の鳴き声”，5.u1“出しゃばる”。同様
に「龍」にも三つの発音がある。1.lió1“龍”，2.mò1“黒っ
ぽい”，3.üió2“愛する，好む”。「窌」には三つの発音

がある。1.l1“くぼんだ，深い”，2.p3“発酵する，酒
蔵”，3.k3“サイロ，穀物庫”。「梩」には四つの発音が
ある。1.li1“作物を運ぶ籠”，2.ki2は「枸梩」ku1- ki2

という形で“クコ”，3.と 4.は ti1，zi3（一般的に後者だ
けが用いられる）“唐鍬”。

⑹　カールグレン氏は -i，-tや -u，-i，-kで終わる語を記す
のに一度に多くの声符が使われていることを説明するた
め，軟口蓋音と歯音の韻尾（-k，-tとは異なる -g，-d）の
存在を仮定するという非常に優れた考えを思いついた。
しかし中古の -uと -iを単純に上古のかかる -dや -gから
の変化の結果とみなすとき，私はその説に賛同できない。
先行する母音とは関係なしに異なった調音を持つ -g韻尾
三つが存在するという彼の仮説（例えば「浩」*＜
における軟口蓋音的な -gに対し，「畫」*＜ 
における軟口蓋音的な -g）は，ほとんどその場しのぎで
しかなく，まずありそうにない。-u：-kの交替について，
韻尾が -kの時ほぼ全ての声符が唇音性の母音を有してい
る。筆記者が声符を選択する際，母音組織について常に
難解だったというわけでは恐らくなかったにも関わらず，
何も理由がないならばこれらの場合においては唇音性の
母音に対する著しい偏向を見せることについてはよく分
かっていない。同様に，-i：-kの交替について，-kの前
では口蓋性の母音を持つ語，あるいは少なくとも二重母
音の中で口蓋的な要素を持つ語，すなわち e，ei，ö，i
の方が好まれた（これはむろん絶対的な規則ではなく，
どちらの場合でも例えば や のような他の母音が見ら
れるが，しかし重要なのはそれが同様に，母音組織がし
ばしば不規則性をもたらすようなほぼすべての諧声系列
の中にあるということだ）。現代語の二重母音に似た，最
後に唇音的あるいは口蓋的な要素を持つ複合母音は，-g
や -dの脱落以前にこれらの語の中にすでに存在していた
と私は考える。以上が，以下のように再構した方がよい
と信ずる理由である。
「告」*ug3＞ ku3（カールグレン氏のような *で
はない）

「乍」*g3＞ 3
「阨」*＞ （ではない）

　　-d，-gの脱落以前からこの種の二重母音が存在してい
たとすれば，通常の規則に反して去声が見あたらないと
いうケースを説明しうるだろう。つまり声符は去声で -g
（あるいは -d）韻尾を持つ語（および入声で -kまたは -t
韻尾を持つ語）を示すのに加えて，-gや -dに先行するも
のと同じ母音あるいは二重母音とを持つ，子音韻尾のな
い語を示すのに使われていたのである。例えば *liuk4＜
liuk4，*löug3＜ liu3，*leug3＜ lieu3という三種の読音を
持つ系列 546「翏」は -g韻尾のない「寥」*leu1＜ lieu1

にあって，或いはまた「嫪」lug3＜ lu3にあっては声符
として用いられ，その結果 -gを持たない「醪」lu1＜
lu1にあっては声調表示のために用いられた。

⑺　これらの例から引用した三番目の声符「出」は「柮」
nut4において声母 nという読音を持つが，nは声符「良」
l�i1：「娘」ni1や，l�iu1，lu1，nu1，g�iu1と読む「摎」
（声符は lieu）におけるような（方言に由来する？）lの
ヴァリアントであるように私には思われる。

⑻　タイ諸語との比較は（ほとんど知られていないアホム
語を除く）他のすべての言語では失われた kl-, pl-などの
子音グループを唯一保存してきたシャム語を参照して
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行った。理論から見れば問題なくとも実際には不便なし
とはしないこの言語体系が唯一可能なものであった。タ
イ諸語との比較はまだ萌芽期にあるので，タイ祖語の個々
の再構はさまざまな言語の長大な単語リストと広範な議
論を求めており，そのすべてはここで扱った声類をシャ
ム語のみが独自に保存しているだけより適さないものと
なろう。提示することが必要と思われたタイ祖語のいく
つかの語形はブラケットで囲み，シャム語の語形の前に
アステリスクで示した。シャム語は文字に従って転写さ
れている。現代シャム語の発音では有声音が無声有気音
になった。例えば glòの発音は klò。また流音あるいは
鼻音に先行する は発音しない。例えば 2の発音は
2。

⑼　シャム語は rを失っているが，アホム語の bröや白タ
イ語の pe 2（e はシャム語では óm“頭髪”である
pe óにおける古代の rまたは lの代替物である）はタイ
祖語における（短い öとともにある）rの存在を明らかに
示している。

⑽　この語は分散区域が重要な小さな単語のグループに属
する。それは類縁関係の可能性のある語族である中国語，
タイ諸語，安南語，チベット・ビルマ諸語だけではなく，
互いに恐らく類縁関係にあるが［中国語などの］先述し
た諸語とは何の関連もない語族であるモン・クメール諸
語，チャム語，チャム語と縁続きのモイ諸語，そしてア
チェン（スマトラ島）の言語にまで見える。東南アジア
のさまざまな先史時代の文明間で非常に古い時代の文化
交流がきっとあったのであろう。

⑾　この語は今日のシャム語，ラオ語，黒タイ語で hokだが，
テン族（T�eng。ラオス，トンキン，アンナンの境である
マイソン（Mai-son）とカムクット（kham-khu’t）の間で
小グループとして分散したクメール語の人々）はその語
を hro  kという形で，3から上の数をすべて古代にラオ語
あるいは黒タイ語から借用した。一方，ライチャウ
（Laichâu。トンキン）地区のヤン族（Yang）は，その言
語が本来テン族と類縁関係にあるが，そこには白タイ語
からの借用が多くある。ヤン族は［6のことを］rukとい
う（ルフェーヴル =ポンタリス（Lefèvre-Pontalis）「イン
ドシナ北部の若干の部族について（Notes sur quelques 
populations du Nord de l�Indo-Chine）」『アジア学報（Journal 
Asiatique）』VIII，XIX（1892），p.260）。タイ諸語自体の
間でも -r-という形の痕跡がある。すなわち，アホム語で
その語は rokと書かれ，パポ語（pa-po）では hrokと書か
れていた（『華夷訳語』大英図書館写本）。従ってタイ祖
語 hrok＞シャム語 hokと再構するのに何の困難もない。

⑿　ビュルネイ（M. J. Burnay）とクーデ（M. G. Coedès）
は「スコータイ時代の古シャム語声母の声調について
（Note sur les tons des initiales du vieux siamois à l�époque de 
Sukhodaya）」『シャム協会報（Journ. Siam. Soc.）』XXI
（1927），2，p.108とその続編で，シャム語の hn，hm，
hl，hrなどといった表記法を，二つの声調のクラスにお
いて，閉鎖音に倣い鼻音や流音声母を配分するための単
なる書記上の手法とみなし，従って表記において声調を
同じ記号で表すことを可能にしているとみなしている。
それゆえ h-は実際には決して発音されなかったであろう
し，l，m，n，などは常に現代のような真の子音であっ
たとする。ここはこの問題については議論する場ではな
い。しかしカ（Kha）方言の黒タイ語あるいはラオ語の借

用語がこの論に対する反証となることを簡潔に示したい。
テン語では hro  kの声母 hはちゃんと発音される（少なく
とも私が個人的に知っているフキ（Phu-qui。ゲアン
（Nge  -an））近郊の集落ではそうである）し，現地の人は
自ら私に声母 hのある hro  k“6”と hのない ro  k“ヒキガ
エル”の違いを示してくれた。

⒀　カールグレン氏の Analytic Dictionary. p.54（série 68
「黒」）では「派生の接頭辞 mで形成される」と述べ，逆
に *m-k4と仮定している。

⒁　この段落の例は『詩経』と『礼記』から採った。
⒂　古代チベット語は動詞の様々な語形のために母音交替
のシステムを同様に有していた。古代の文法家にとって
サンスクリット語の動詞の時制を訳すのに役立ったのは
このシステムである。

  完了 未来 命令 現在
　　する… bya-s bya byo-s byed-pa
　　考える… b-sam-s b-sam som sem-s-pa
　　取り除く… b-sal b-sal sol sel-wa
　　学ぶ… b-slab-s b-slab slob slob-pa
　　測る… d-pag-s d-pag  d-pog-pa
　　試す… d-pyad d-pyad  d-pyod-pa
　　食べる… b-za-s b-za zo-s za-wa
　　離される… bral  brol ’-bral-wa
　　引っ掻く… brad  brod ’-brad-pa
　　与える… gna-s gna gno gna-wa
　現代語にはその痕跡しか残っていない。いくつかの命令
形と個別の語だけである。ロロ語やビルマ語のように，
それらは小辞を使いチベット語は完了形の語幹から出発
して他のある種の屈折で構成される。

⒃　しかしながら，鼻音または -l-の前の接頭辞は去声の語
に発生しないことを注しておかねばならない。恐らく閉
鎖音声母の前の成節的な接頭辞（k-，g-，b-など）の
影響と，鼻音あるいは lの前の非成節的な接頭辞（k-，
g-，p-，b-，s-，-など）の影響とを区別しなければなら
ないであろう。

⒄　後に派生の主要な要素となった声調交替に由来するこ
の二次的な特徴は興味深い事実を教えてくれる。すなわ
ち，単なる声調交替による派生は，一般に第三声（去声）
の語に起こるのに対し，語の声調が元々何であろうとも，
接頭辞化による派生においてはほぼ常であるように，逆
に無声音声母が有声に変わる，或いはその逆の交替によ
る派生では，もしその語が元々第一声（平声）ならばそ
れを第二声（上声）に変え，それがもし第二声か第三声
ならばその語が変えられることはない。もちろんここで
は声調そのものの起源を扱うわけではないが，とりあえ
ずは，完全に構築された声調システム内での交替および
中古中国語の交替との類似が問題である。

注
＊ 1  以下，表に対しては原文にはない番号を補った。
＊ 2  声調記号は原文のまま。1，2，3，4がそれぞれ平声，
上声，去声，入声を表す。右上にある場合は陰調，右
下にある場合は陽調である。

＊ 3  原文では n という記号であるが訳文では とする。
以下同。

＊ 4  原文ではγであるが訳文では を用いる。以下同。
＊ 5  「泣」は有気音であるから本来は k� であろう。
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＊ 6  原文ママ。
＊ 7  原文は「5」とする。
＊ 8  原文は声調番号を右下に付す。
＊ 9  原文に漢字はないが意味（voltiger“虫や鳥が飛び回
る”）と表 4から補った。

＊10 原文は声調番号を右下に付す。
＊11 原文は声調番号を右下に付す。
＊12 原文にアステリスクが欠けていたため補った。以下
の「頌」「俗」「恤」も同様。

＊13 原文は「�」を欠いていたため補った。
＊14 本文は漢字を「淳」に誤る。いま「涼」に改める。
＊15 原文では e が eである。また原文は声調記号を上付
の「5」とする。

＊16 原文では声調記号が下付である。
＊17 原文では öの前の点は有気音を示す「」であるが訳
文では「’」に改めた。「飮」に関するこの行の表記はす
べて改めてある。

＊18 原文は「’」という記号を付している。「」に改めた。
＊19 原文は *puö1とする。今 nに改めた。
＊20 原文は「3」の声調標記を欠く。


